
　　　

京都市生涯学習総合センターは会議室や研修室等の貸館事業および講座・講演会の開催など、
生涯学習に関する情報提供による学習支援を行う施設です。どうぞお気軽にご活用ください。

次回企画展のお知らせ

古典の日記念 京都市平安京創生館 お問い合わせ：京都アスニー2階事業係　
TEL.075-812-7222

場　所：京都アスニー1階　開館時間：午前10時～午後5時（入場は午後4時50分まで）　
休館日：火曜日（祝日の場合は翌平日）・年末年始※開館時間・休館日等を変更する場合があります。
　　　　　詳しくはホームページをご確認下さい。団体見学をご希望の方は、2週間前までにご相談ください。

午前10時から午後4時50分までの間は、案内ボラン
ティアによる解説を行っています。史跡探索や歴史
学習の拠点として、ぜひご利用ください。

京都市平安京創生館からのお知らせ
　　　　　　 「平安京陰陽寮から花

か
山
ざん
天文台まで」

監修：梅辻 諄氏（大阪経済大学 名誉教授　上賀茂神社旧社家 梅辻家当主）
会期：令和５年 6 月 30 日（金）～ 12 月 6 日（水）
　平安京の御所にあった陰陽寮では、陰陽思想をもとに天文観測が行われ、天の
告知を人々に知らせ、多くの記録を残した。明治まで京都は造暦の中心だった。
昭和以降も京大の花山天文台では科学的な研究とともに多くのアマチュア天文家
を育てた。

　　　　　　 文化庁京都移転記念企画展
　　　　　　 「紫式部が生きた平安時代のくらし」
監修：鳥居本　幸代氏（京都ノートルダム女子大学 名誉教授）
会期：令和５年 12 月中旬～令和 6 年 6 月上旬（予定）
　紫式部が『源氏物語』『紫式部日記』を著した時代は、豪華絢爛な宮廷文化が花
開いていた。独特の美的センスで調えられた装束、豊富な食材が工夫を凝らして
調理された食事など、平安時代のくらしを紐解く。

　『源氏絵鑑帖』は折り本二帖からなり、上巻には「巻一 桐
きり

壺
つぼ

」から「巻二十七 篝
かがりび

火」まで、下巻には「巻
二十八 野

の わ き
分」から「巻五十四 夢

ゆめのうきはし
浮 橋」まで、各巻一場面ずつ収められています。

　本図には、光源氏が温
うんめいでん

明殿の辺りを歩き、琵琶を弾く 源
げんのないしのすけ

内 侍 と戯れる様子が描かれています。

　　　　　　　 『源氏絵
えかがみちょう

鑑 帖』「巻七 紅
も み じ の が

葉賀」（宇治市源氏物語ミュージアム所蔵）

最新の情報はホームページ等でご確認ください。最新の情報はホームページ等でご確認ください。

表紙画像解説

最新の情報はホームページ等でご確認ください。

『星
せいかい
解』（三重県松阪市提供）

「平安時代の食事の手がかりとなる神
しんせん
饌」

（監修者撮影）
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